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MasaoKoNOSHIMA,MamoruTABATA,NoboruHIRAOKA
andDaroonPECHARAPLY

Or954speciesorplantswhichareknowntobeusedmedicinallyinThailand,273

speciesarealsousedf♭rmedicinalpurposesinIndia.AcomparisonbetweenThaiand

Indianrecordsshowedthatmostofthesecommonplantsareusedfordifferentpurposes

inthetwocountries･ThislargediscrepancyseemstoindicatethatThaipeopledeveloped

theirownknowledgeofmedicinalplantsindependentofanydirectin爪uencebylndian

medicine,atleastintherealmorfblkmedicine.

SomeofthecommonplantslistedinTable4whichareusedforthesamespeci后c

purposesinbothcountriesmayofferinterestingmaterialsforpharmacologicaltestsin

searchornewactiveprlnCiples･

タイ国には多数の植物性生薬があり,その大部分は民間薬として各地方に伝えられ,現在も

民間医らによってひんぽんに利用されている｡タイで民間に使われる薬用植物で既に記載され

ているものは外国種を含めて1600種を越える｡タイ産薬用植物の使用部分および効用は多岐に

わたるが,そのうち科学的に薬効や有効成分が解明されたものはきわめて少ない0

タイの nOraは東南アジア区系に属し,日華区系やインド区系と様相を異にする関係上,薬

用とされる植物にもタイ独自なものが多数存在するように思われる｡タイの薬用植物の歴史的

成立過程ならびに性格,特徴に関しては,総合的な研究がなされておらず,不明な点が多い｡

まず疑問となることは,タイの民間薬は果たしてこの国で独自の発展を遂げたものか,あるい

は諸外国,特に東南アジアをはさむ二大文化圏であるインドと中国の影響を多分に受けたもの

なのかということであろう｡この辺に関する著述は見あたらないが,過去におけるインド,qj
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蘭留アジア研究 15巻2シテ

国との直接的あるいは間接的文化交流1)2)を通 じて,医薬知識も導入されたであろうことは十

分想像できる｡ 筆者らは今回タイ薬とインド薬の関連性を推定するため,タイとインドで共通

に用いられる薬用植物を選択し,それらについて両国に伝わる効用の異同を文献的に調査した

ので,その結果を要約して紹介する｡

Ⅰ 調 査 方 法

タイの薬用植物の効用は文献3)および4)に依った｡4)の文献は,タイ各地で用いられる民聞
薬とその効用を現地調査して収載したものである｡インドの薬用植物の効用は文献5)によっ

た ｡

タイの諸文献および ThaiRoyalForestryDepartmentが出版した SiamesePlantNames

(1948)に記載されているタイの薬用植物は約162科1618種にのぼるが,そのうち効用の記述が

見られるものは80科954種である｡ さらに,これら954種のうち,インド薬用植物誌5)にも共通

して収載されている植物数は80科273種 (28.6%)である｡ それゆえ,本調査では273種の共通

植物について,それぞれの国に伝えられる効用を50項目に分類して比較した｡タイおよびイン

ドにおいては,-種類の植物でも,梶,塞,葉,花など植物の部分により異なる用途にあてら

れることがしばしばあり,また,同じ植物部分でも複数の効用が記されていることが多いが,

この調査ではこれらも考慮に入れて統計した｡

II 調 査 結 果

I. タイ薬用植物の効用

表 1は調査対象とした954種のタイ薬用植物を50項目の効用に分軸した集計を示すoタイの

薬用植物にはただ一つの特定の目的で使用されるものもあるが,平均して植物 1種あたり約2

種類の薬効があてられている｡ 調査 した954種のうち,解熱薬とされる植物が最も多く,全植

物の24.5%を占めている｡ 全体的に見ると,熱病,胃腸疾患,皮膚丁札 および外傷に用いられ

るものが特に多いが,その他に熱帯環境に居住する必要性を反映して,赤痢,瀬病,虫唆,舵

唆 (およびその解毒),マラリアなどに用いられる薬物も少なくない｡表 1の ｢その他｣の項

目に含まれる効用には,それぞれの植物数は少ないが,感冒,結石,口渇,肝臓病,冒潰療,

麻疹,天然痘,狂犬病,療潤,失神,催吐,脚気 打身,さらに保健薬,芳香薬,堕胎薬,餐

毛剤,ほくろとり,ふけとり,魚毒,化粧品など,日常生活品まであり,まことにバラエティ

ーに富み,ほとんどあらゆる病気に対処し得るようになっている｡

2. タイとインドに共通な薬用植物の比較

上に述べた954種のタイ薬用植物のうち,273種はインドでも民間薬として使われ,インド
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表 1 タイ薬用植物 954種 の効用
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l) 各用途に使われる植物の数｡-種類の植物が複数の用途に使われることがあるため合計は2039
となる｡

2) 調査対象954種に対する百分率

薬用植物誌に効用が記載されている｡ そこで, これ ら同種植物のおのおのについて両国間で効

用がどのように異なるかを調査 した｡ これ ら共通の植物については,平均 して 1種あたりタイ

では2-3,インドでは4-5の異なる薬効が記 されている｡特定の植物の効用に関する諸記

表2 タイとインドに共通な薬用植物の効用一致皮

1 ~ 効用 の一 致皮 によ る分類
調査植物数

273

完 全 一 致 ｢ 表示二 義* t 不 一 致

2

(0.7%)

126

(46.2%)

145

(53.1%)

*一つの植物について記載されている複数の異なる薬効のうち

そのどれかがタイとインドで同じである場合｡
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載が両国で完全に一致する植物数は,表 2に要約 したように273種のうち2種にすぎない.ま

た,記載された複数の効用のうちどれか一部が一致する植物数は 126種見出されるが,全 く一

致 しないものが 145種 もあり全体の53%を占めている｡ なお,部分的一致を示す ものの中に

は,一つの植物に多数の用途が記されているために,その一つが偶然一致した場合が少なくな

いと推量される｡

表3には,タイとインドに共通な273種の植物を効用別に分類 して比較した結果 を要約 し

た｡これらの植物の効用を比較 してみると,両国を通じて解熱,健胃,利尿,皮膚病,および

下剤の目的で用いられる植物が多いことが注目される｡ しかし,タイでは砥疾薬,駆風薬,パ

ップ剤が多いのに対 し,インドでは下剤,収赦剤,強壮薬,および リューマチ治療薬とされる

表3 タイとインドに共通な薬用植物273種の効用比較
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ものが特に多いという相違点が見られる｡ しかしもっと重要な相違は,同じ効用にあてられて

いる植物の大部分が両国間で異なる種類のものであるということである｡例えば,解熱薬とし

てタイでは65種,インドでは67種の植物があげられているが,それらのうち両者に共通な,す

なわち同種の植物数は17種で,全体の14.8%である｡ さらに,極端な場合には,外傷薬や鎮痛

薬にあてられている植物のように,両国間で全く異なる植物が使われている｡ 特定の効用に同

一の植物が両国で使われる割合が比較的高いものに,収赦薬,下剤,下痢止,発汗薬がある

が,この共通性はこれらの薬物の作用が端的に現われ,薬効の有無を比較的容易に判断するこ

とが可能なためと想像される｡ 一方,強壮薬のように,効果が直接的でなく,迷信や心理的効

果が多分に介在すると思われる薬物で植物的な一致率が低いことは十分推察しうる｡ しかし,

外傷薬,鎮咳薬,鎮痛薬,鴨息薬などで意外に一致皮が低いことは興味深い｡

表4には,上記の273種のうち,タイ側とインド側の薬効および薬用部分の記載が全般的に

共通する植物63桂を選んで列記した｡ これらの中には,既に一般に有名な薬用植物であるが,

Daturaの場合のように両国共通して意外な用途に使われるものも含めてある｡表中には真の

薬効の不明なものが多数見られるが,薬効の記載および使用する植物部分がタイとインドで一

致していることから,実際に有効な薬物である可能性が高いことも期待され,今後の成分研究

や薬理試験の対象として興味深い植物がいくつかあるように思われる｡

ⅠⅠⅠ 考 察

今回の比較調査の結果は,タイとインド両国で存在する薬用植物において全般的に効用の一

致度がはなはだ低いことを示した｡ すなわち,同じ植物の特定の部分でも,両国間で全く薬効

記載の異なるものが大部分であり,このことは,両者間で薬物知識の交換がほとんどない状態

のまま,それぞれの国で独自な発展と使用がおこなわれてきたものか,あるいは過去において

知識の導入があったとしても,その大部分が伝承されなかった結果生じた相違であろうと思わ

れる｡ したがってタイの薬用植物は,少なくとも民間薬のレベルでは,インドの直接的影響を

ほとんど受けていないと推定され,これは筆者らがタイの民間医から得た答え6)を裏づけるよ

うに思われる｡ そして,このことは,東南アジアの社会構造と文化一般について阿部氏が指摘

したように,1)ィンド化は王家, 貴族と少数の官僚層に限られた影響であって,一般民衆は農

村共同体のなかで古くからもっていた考え方を間持し,新しい文化からほ本質的な影響を受け

ることは少なく,大多数の農民大衆はインド化の枠外にあったという論議が,薬物についても

あてはまるように考えられる｡

次に,本調査の結果,タイとインド両国において効用および薬用部分が一致する植物を相当

数選出することができたが,もしこれら植物の薬物としての価値が両国でそれぞれ独 自に発

見,利用されてきたものであるならば,それらのなかに薬効に闇する信びょう性のある薬物が
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表4 タイ,インド問で薬効,使用部の共通した植物 (96種)

(薬用部分も一致 したものに限る)

科 名 ⊇ 種 名

Moraceae

Anonaceae

Menispermaceae

Nymphaeaceae

Piperaceae
〝

Dilleniaceae

Dipterocarpaceae
〝

Guttirerae

Capparaceae
〝

Leguminosae
〝

〝

〃

〃

〃

〝

〝

〝

〝

0Ⅹalidaceae

Zygophyllaceae

Euphorbiaceae
〝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Rutaceae

〝

Simaroubaceae

Meliaceae

〝

H

〝

260

Streblusasper

Anonasquamosa

Cissampelspareira

Nymphaeastellata

Piperbetle

P.longum

Dilleniaindica

Dipterocarpusalatus
D.turbinatus

Garciniamangostana

Capparishorrida

Cleomeviscosa

Acaciaconcinna

Adenantherapavonina
Albizzialebbek

A.odoratissima

Buteafrondosa

Cassiafistula

Clitoriaternatea

Pongamiaplnnata

Sesbaniagrandはora
Tamarindusindica

Biophytumsensitivum
Tribulusterrestris

Baliospermumaxillare

Breyniarhamnoides

Brideliaretusa

Eupborbianeriirolia

ExocoecariaagallocIla

Jatrophacurcus

Phyllanthusemblica

PutranJIVarOXburgll

Aeglemarmelos

Citrusmedica

PicrasmaJaVanica

Amooracucullata

A.polystachya

Cedrelatoona

和 名 t 使 用 部 分

ムクバナクオレボク

ノヾ ンレイシ

パ レ イ ラ

ムラサキスイレン

キ ン マ

ヒ ノヽ ツ
ビワモ ドキ

マンゴスチン

キバナヒメフウチョウ

ナンバ ンアカアズキ

ビルマネム

ツルハナモツヤクノキ

ナンバ ンサイカチ

チョウマメ

根

根

花

葉 汁

果 実

果 実

オレオレジン

オレオレジン

果皮,葉

①根皮,㊥葉

果実 (タイ),種子
(インド)

果 実

菓

樹 皮

樹 皮

樹 脂

①花,㊥果泥,③葉汁

根

ク ロ ヨ ナ ;①種子,④根,@樹皮

シロゴチョウ

タマリンド

オサバカタバ ミ

ノヽ マ ビ シ

キリンカク

皮

泥

葉

菜

樹

果

子

皮

液

根皮

種

樹

樹

樹

菓

』 葉

巨ベ ル ノ キ 憾 至隠 若妻実

十 ロ ン :.悪 霊

l
Sandoricumindicum ･:

薬

篭樹 皮

インドチャン 言①樹皮,③花

薬 効

下 痢 止 め

下 剤

解 熱

強 心

健 胃

月 経 促 進

解 熱

痛 病

瀬 病

赤痢,下痢止め

①健胃,②掻揮

駆 虫

社 疾

止 血

収 欽

瀬 病
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(彰出血

下痢止め,収欽
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利 尿
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収 錬
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下 剤

.g痛 潤
峻 下 剤

①利尿,㊤下痢止め

感 冒

①解熱,④下痢止め,
収赦,③健胃,④眼病

収 欽

解熱,マラリア(タイ)

抗 炎 症

収 欽

①収銀,㊥月経促進

赤 荊
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表4(続き)

科 名 i 種 名

Anacardiaceae

〝

〝

Celastraceae

Tiliaceae

Malvaceae

〝

Sterculiaceae

〝

〝

Bixaceae

Cucurbitaceae

〝

〝

Lythraceae

Myrtaceae

〝

Punicaceae

Lecythidaceae

〝

Combretaceae

〝

〝

〝

Umbellirerae

〝

〝

Plumbaginaceae
Oleaceae

Loganiaecae

Apocyanaceae
〝

Rubiaceae

〟

〝

〝

Anacardium
occidentale

Mangiferaindica

Spondiasmangirera

Celastruspaniculata

Grewiaasiatica

Gossyplumhervaceum

Thespesialampas

Abromaaugusta

Pterospermum
acerirolium

Sterculiaroetida

Bixaorellana

Cucurbitapepo

Luffaacutangula
Momordicacharantia

L age rstr?emia
flosi eglnae
Melaleuca
leucadendron

PsidiumguaJaVa

Punicagranatum

Barringtonia
acutangula

Careyaarborea

quisqualisindica

Terminaliabelerica

T.chebula

T.Citrina

Coriandrumsativum

Cuminumcyminum

Foeniculumvulgare

Plumbagozeylanica

Jasminumpubescens

Strychnosnux-vomica

AIstoniascholaris

Holarrhena
antidysentrica

Adinacordirolia

Hymenodictyon
exelsum

Morindacitrirolia

Randiaulginosa

convolvulaceae LArgyreiaspeciosa

和 名

カシュウナットノキ

マ ンゴ ウ

アムラタマゴノキ

インドツルウメモドキ

シロバナワタ

ヤツデアオギリ

ベ ニ ノ キ

ナ タ ウ リ

トカドヘチマ

ツルレイシ

オオバナサルスベリ

カ ヤ プ テ

バンジロウ

ザ ク ロ

インドシクンシ

セイタカミロバラン

ミロバランノキ

コエンドロ

ク ミ ン

ウイキョウ

セイロンマツリ

マ チ ン

ジ タ ノ キ

コ ネ ツシ

キナモドキ

ヤエヤマアオキ

オオバウラジロアサガ
オ

使 用 部分

種 子

(D果実,④菓

(む果実,㊥樹皮

種 子 油

呆 実

根 皮

梶,果実

①葉,茎,②根皮

葉

菜

種

種

種

果

子

子

子

実

板

(葉の) 油

菜

果 皮

莫

樹 皮

種 子

果実 (種子)

果 実

果 実

果 実

果 実

果 実

根

根

種 子

樹 皮

①種子,㊥樹皮

芽

樹 皮

葉

果 実

葉

薬 効

療 病

(∋下剤,㊤咽喉炎

①健胃,④赤痢

脚 気

収 欽

月 経 促 進

淋 病

①淋病,㊥月経促進

止 血

催

剤

欽

虫

吐

リューマチ,
下剤

収 欽

健胃,

発 汗

下 痢 止

下 痢 止

下 痢 止

収赦,蛇嘆

駆 虫

収 欽

下剤,社疾,赤痢

解熱,下剤

駆 風

駆 風

馬区 風

健 胃

解毒 (蛇毒)

強 精

下 痢 止

①収赦,㊥赤痢
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表4(続き)

科 名 1 種 名

Verbenaceae

〝

〝

〝

Labiatae

Solanaceae

〝

Bignoniac eae
Acantha Cea e
Composita e
〝
〝

Liliaceae

〝

Agavaceae
Aracea e

Cyperaceae
Zingiberaceae
〝

〝

Callicarpaarborea

Gmelinaarborea

Vitexglabrata
V.trirolia

Ocimumsanctum

Daturametel

Solanumindicum

Oroxylumindicum

Acanthusilicirolius

Blumeabalsamifera

Carthamustinctorius

Garangea
maderaspatana

Alliumsativum

Smilaxmacrophylla

Agaveamericana
Acoruscalamus

Cyperusrotundus

Alpiniagalanga

Amomum xanthioides

Curcumadomestica

和 名 r 使 用 部 分 】 薬 効

キダチョウラク

ナンヨウハマゴウ

カミボウキ

チョウセンアサガオ

シロスズメナスピ

ソリザヤノキ

ムラサキミズヒイラギ

タカサゴギク

ベ ニ バ ナ

セイヨウニンニク

リュウゼツラン

シ ョウ ブ

ハ マ ス ゲ

シュクシャ

ウ コ ン

樹 皮

根

樹 皮

葉

菜

①根,④葉,③種子

種

鱗

梶

莱

梶

梶

梶

種

娘

子

茎

茎

実

茎

茎

茎

子

茎

m

根

皮

某

葉

菜

皮 膚 病

健 胃

収 欽

健 胃

健 胃

①解熱,④カタル,
③皮膚病

鎮咳,社疾

収 欽

健 胃

発汗,杜疾

下剤,リュウマチ

健 胃

駆 風

淋 病

利 尿

駆風,健胃

健 胃

駆 風

駆 風

眼 炎

含 まれている確率がより高い ことが期待 されよう.この推論が正 しい ものか ど うか につ い て

は,今後の科学的解明にまたなければな らないが,異民族間で使われる雑多な民間薬の比較調

査か ら,効用が一致する植物を選抜す る方法は,有効成分をより能率的に探索する上で一つの

有力な手がか りを与えるものと思われ る｡
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